	主に　②　番
	①教科横断型授業（異教科間のリレー授業・コラボ授業）
②探究学習型授業（探究学習プロセスのいずれかの段階を踏まえた授業）
③学習到達度を意識した授業（can-do・to-doリストを活用した授業）

	対象
	２年理系（Sクラス）　　　　＊12月実施

	教科（科目）
	英語コミュニケーションⅡ

	授業の目標
	自身の課題研究の内容について、多様な語句や文を用いて、論理性に注意しながらポスター発表ができる。発表した内容について、質疑応答に対応できる。

	内容
	SSHの探究班ごとに、自身の課題研究の内容を英語でポスター発表する。その後、英語での質疑応答に５分間対応する。

	未来デザイン力（獲得したい力）、及びその要素（下記のﾏｽﾀｰﾙｰﾌﾞﾘｯｸから転記）
	Ｂ　学びに向かう姿勢
	②学びの技法（プレゼン構成の理解）

	
	Ｃ　自己管理力
	②主体的判断（質疑応答への対応）

	
	Ｅ　自己有能感
	③レジリエンス（緊張などの感情に負けない精神力）

	
	Ｇ　コミュニケーション力
	③発表・発信（プレゼン発表のパフォーマンス）

	南高STEAMの視点
（どのような横断か、　どのような探究か、等）
	探究過程における「発表」の段階。英語によるポスター形式のプレゼンテーション。修学旅行でOISTを訪問する際に発表する内容の事前練習も兼ねる。


パターン2　南高ＳＴＥＡＭによる授業デザイン案・指導略案
[bookmark: _Hlk136278889]
指導略案
	時間
	生徒の活動
	教師の活動
	留意事項

	0:00
0:15
	単語小テスト
	単語小テストを行う。
（練習→ペア活動→テスト）
	

	0:15
0:22
	本時の目標、流れの確認。
質疑応答の練習。
	本時の授業目標と発表の流れを説明する。その後、質疑応答の練習を行う。
	

	0:22
0:30
	プレゼン準備及び練習

	各班の練習を巡視する。
	スクリーン上にタイマーを映す。

	0:30
0:39
	ポスター発表①
	1,2,5,10班発表。（５分）
その後、質疑応答（４分）
20,21,37,38,55班は発表を聴く。
	質疑応答は、発表を聴いた生徒全員が１回は行うようにする。

	0:40
0:49

	ポスター発表②
	20,21,37,38,55班発表。（５分）
その後、質疑応答（４分）
1,2,5,10班は発表を聴く。
	質疑応答は、発表を聴いた生徒全員が１回は行うようにする。








	Ａ　キャリアプランニング
	①社会貢献意識　②社会・大学分析　③自己分析・目標設定

	Ｂ　学びに向かう姿勢
	①学ぶ意義　②学びの技法　③学びの習慣

	Ｃ　自己管理力
	①自己研鑽　②主体的判断　③タイムマネジメント

	Ｄ　課題対応力
	①テーマ（問い）設定　②研究手法の獲得　③創意工夫

	Ｅ　自己有能感
	①成功・挫折体験　②ストレスマネジメント　③レジリエンス

	Ｆ　品性ある言動
	①生命尊重　②多様性尊重　③相手意識

	Ｇ　コミュニケーション力
	①傾聴　②対話・議論　③発表・発信

	Ｈ　チームワーク
	①目的意識共有　②リーダーシップ　③フォロワーシップ


授業を通して身につけさせたい「未来デザイン力」とその要素を選んで表中の欄に記入する。数は不問。

